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                      篠﨑内科クリニック 

＜休診日のお知らせ＞：現在決まっている休診日の日程です。 

8 月 19 日（月）・20 日(火) ※お盆休み（8月 13～15 日は通常通り診療） 

10 月 18 日（金） ※10 月 17 日（木）は午後も診療いたします 

10 月 22 日（火） （10 月 20 日 当番医の代休） 

12 月 20 日（金） ※12 月 19 日（木）は午後も診療いたします 

2025 年 1 月 14 日（火） （1月 12 日 当番医の代休） 
 

＜今月のトピックス＞： そろそろ梅雨の足音が迫って参りましたが皆様いかが

お過ごしでしょうか。今回も最初のトピックスは診療報酬改定 2024 について

説明させて頂きます。内科的に大きく関わるところとしましては、糖尿病・高

血圧・脂質異常症の生活習慣病３大疾患がある方の多くは療養計画書というも

のが発生します（その他の疾患との兼ね合いで発生しない方もいらっしゃいま

す）。計画書の目的は患者さん自身に現在の治療の目標値をしっかり把握して

頂くこと、目標を認識することで生活習慣の改善に対するモチベーションを上

げてもらうこと、特に重視すべき  生活上の改善点を知っていただくことに

あります。恐らく国としては医療費を下げる為に、これまでの「とにかく薬で

数値を下げる」という風潮を打開し、少しでも患者 さん自身の努力によって

「薬に頼らず数値を下げる」ことが目的ではないかと推察 いたします。患者

さんの中にはご自身の数値や目標値をあまり把握されていない方もいらっし

ゃいますが、特にコントロールが悪い方に多い傾向にあるように思います。当

院も「必要最小限の薬で最大の効果をあげる」ことを基本方針としております

ので、今回の 改定をきっか けにご自身の現

状把握の一 助にして頂け ればと考えます。 

 

 

 

次回休診日 

7 月 13 日(土)～16 日(火) 
お間違えのないようお願い致します 



 

 

【療養計画書：一部抜粋】 

 

 
 

また現在制度変更に伴い、計画書の作成・説明・電子カルテへの取り込み等

の 業務が新たに発生しているため今までより診療に時間を要しております。一

度   作成・署名を頂いた方は二度目以降には簡略化されますが、現在全て

の患者さんが初回になりますのでどうしても待ち時間が長くなってしまって

おります。ご理解  ご協力のほど宜しくお願い致します。 

 

＜Ns通信：梅雨になると増える食中毒＞ 

この時期になると心配なのが食中毒です。食中毒は年間を通して発生して

いますが、特にこの梅雨から夏場（６月～８月）にかけて多く発生してい

ます。 

梅雨時期に発生する食中毒の原因は「細菌」です。食中毒を引き起こす細菌

の多くは、室温（約 20℃）で活発に増殖し始めます。また細菌の多くは湿

気を  好むため、気温が高くなり始め、湿度も高くなる梅雨時期に、細

菌による食中毒が増えます。食中毒の代表的な症状は、腹痛・下痢・嘔吐な

どの胃腸障害や 発熱、大腸の粘膜がただれ、血便がみられることがあり

ます。症状だけではウイルス性の感染性胃腸炎との区別が困難ですが、症

状に重症感があるところがやや異なります。 

また、発症時間は細菌の種類や量によって異なります。食中毒を予防する
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ために、①細菌を食べ物に「付けない（清潔・洗浄）」、②食べ物に付着した

菌を「増やさない（迅速・冷却）」、③食べ物や調理器具に付着した細菌を

「やっつける  （加熱・殺菌）」の 3 原則を守りましょう。 

食中毒を起こし激しい下痢の症状がある場合は、脱水症状を起こすことが

あるので、まずは湯さまし・常温の水・経口補水液などの水分をとりましょ

う。そして速やかに医療機関を受診しましょう。 


